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In the Headlines 

今週の数字： ８５０億ユーロ �アイルランド支援パッケージ予定 

 

アイルランド： ＥＵ、ＩＭＦによる支援 
アイルランド政府は、銀行部門の問題が増幅したことや他のユーロ圏への影響の広がりを受け、先週末にヨー

ロッパ連合（ＥＵ）と国際通貨基金（ＩＭＦ）に対し公式に財政支援を要請した。両機関の反応は素早く、支援パッ

ケージの規模は約８５０億ユーロが予定され、財政収支を回復し銀行業務システムの再構築が図られる。当支

援プログラムの一義的な要素について今日明らかにされた。４カ年財政安定化計画である。１００億ユーロの

支出削減、５０億ユーロの歳入増加を２０１１年までに達成しようというものである（１５０億ユーロ規模の施策の

うち６０億ユーロ分が２０１１年に投入される）。しかしながら、早々に事態を複雑にする問題が起きている。政

府の政治的立場が不安定であり、予算の議会通過が危ぶまれ、選挙が早まる可能性がある。コーエン首相は

すでに、予算成立とともに選挙の実施を宣言すると話している。  

 

 ユーロ圏： ＰＭＩ指数上昇、成長の見込み強まる 
マークイット製造業景況感指数（(Markit Flash Euro-zone Composite Output Index：ユーロ圏購買担当者対象

の調査に基づく）は、二か月ぶりに上昇を示し、前月５３．８から１１月に５５．４に達した。製造業は５４．７から５

５．９へ、サービス業は５５．２で推移。５０を超える数値は第４四半期成長がプラスになることを示唆する。この

回復の背景には、ドイツとフランスが牽引力となっていることが読み取れそうである。ＩＦＯ指数もこのトレンドを

裏付けており、工業・貿易に関するＩＦＯ景況感指数は１０月に１０７．７から１０９．３へと前進し、現在は金融危

機前と水準を超えている。現在景況感は１１０．２から１１２．３へ、景況感見通し（今後６カ月）は１０５．２から１

０６．３へと前進した。フランスでは、ＩＮＳＥＥ企業景況感指数は前月と変化なく１０４で推移している。 

 

 米国： 経済データ 
実質ＧＤＰ成長率は第３四半期２．５％、予測期待値の２．０％を上回った。ＧＤＰの個人消費支出（ＰＣＥ）部門

は２．８％に改善し、２００６年第４四半期以来最高である。ＰＣＥの上昇は一週間前に発表された小売データを
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反映。小売成長は予測０．７％に対して１．２％を記録している。小売は今や前年同期比６．１％（名目７．３％）

のプラスのペースを維持している。生産者物価の成長に関しては、生産者物価コア指数（ＰＰＩ）前年同期比１．

４％と穏やかではあるが、生産過程の原料段階においてインフレ圧力が高まっている。ガソリン価格の上昇に

もかかわらず、消費者物価ヘッドライン指数は前年同期比１．２％だが、同コア指数は０．６％にとどまっている。

着工・許可・販売・価格における住宅データは、市場がいまだ沈滞的であることを示唆している。 

 

 トルコ： 金融政策で不均衡拡大を抑制 
トルコ中央銀行はこのほど翌日物借入金利を４００ｂｐｓ引下げ１．７５％とした。主要政策金利（一週間）は７％、

翌日物貸出金利は８．７５％が維持された。また、中央銀行はトルコ通貨リラの最低準備率を５０ｂｐｓ上昇させ

６％とした。これらの政策は短期的資本流入を抑制することを目的としている。純有価証券投資の流入の増加

（１月-９月期で１３０億５０００万ドル、前年同期比１,６３２％）や国内銀行の準対外借入によって急速な民間部

門預金の成長と、輸入需要の増加がみられた。経常収支赤字は２０１０年初より９か月間で最も拡大し、前年

同期比２３３％、３２０億５０００万米ドル（ＧＤＰの６．４％）。対照的に純外国直接投資は前年同期比－３１％へ

と落ち込み、経常赤字の１２．２％をカバーするのみに終わった。 

    

Countries in Focus 

 地中海諸国・アフリカ －    マダガスカル：クーデターか？ 

１１月１７日に実施された憲法改正を問う国民投票では、投票率は５３％と低い

ながらも、投票した者のうち７４％以上が提示された改憲事項について賛成の

意思を示したことになる。投票当日、軍兵士ら（一部上級士官も含む）が当該国

を支配下に置いたと宣言したが、政変を狙ったとみられるこの動きは間もなく鎮

静化した。国内情勢の安定と安全に関しては引き続き懸念が残る。２００９年３

月の軍事クーデター以来暫定政府のリーダーを務めているアンドリー・ラジョリ

ーナは、憲法改正に続き、２０１１年大統領選の出馬が見込まれる。しかし、現

在の体制に関してはその政治的正統性が問われている。実際に、非緊急支援は滞ったままであり、先週には

周辺の南部アフリカ開発共同体（ＳＡＤＣ）諸国も国民投票の非合法性を公的に非難した。 

 

 アメリカ ・カリブ海地域 － メキシコ：第３四半期ＧＤＰ成長 

実質ＧＤＰは、第２四半期７．６％から下がって第３四半期は５．３％の増加（前

年同期比）。季節調整・前四半期比での成長ペースは０．７％へと減速した。製

造業生産は９．８％（前年同期比）へ上昇、農業９．８％、しかし建設、公共事業、

大半のサービス部門（これらすべては主に国内需要に頼っている）ではさらなる

縮小がみられる。基底効果が低下していることにより、第４四半期・前年同期比

での成長はさらに抑制される可能性がある。しかし２０１１年３．３％という減速

状態を前に、２０１０年全体では５．３％分の上昇が見込まれる（２００９年は－６．

６％であった）。そうとはいえ、米国の進展状況、重要な収入減である輸出に左右されており、国内需要は比較

的抑制気味であろう。インフレへの対処は目標範囲の優先事項であるが、中央銀行は政策金利を今週の会議

においても据え置く方針である。 

 

 アジア・太平洋地域 －    タイタイタイタイ： 第３四半期ＧＤＰ 

実質ＧＤＰは第２四半期９．２％から６．７％（前年同期比）へと鎮静化した。季

節調整・前四半期比ベースでは、第２四半期に０．６％分の低下ののち第３四

半期０．２％分の縮小、よって事実上の景気後退である。しかし、このような成

長モメンタムの消失は、上半期の急成長を修正する、予期された状況であり、

基底効果の薄まりと外国需要の緩和に伴うものである。第３四半期輸出成長

率は１３．１％（前年同期比、第２四半期は２８．４％）に落ち着き、民間投資は１
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４．５％成長（第２四半期１７．８％）、民間消費は５％成長（第２四半期６．４％）。これらによってさらに均衡のと

れた全体成長がもたらされた。２０１０年全体の経済成長はプラス７％、２０１１年は約４％が見込まれる。コア・

インフレ率は１０月に１．１％（前年同期比）で維持、金融政策における目標幅０．５～３．０％の範囲内である。

ヘッドライン・インフレ率は僅かに緩和して２．８％である。    

 欧州 － ハンガリーハンガリーハンガリーハンガリー: : : :     

 
回復緩和回復緩和回復緩和回復緩和とととと財政政策財政政策財政政策財政政策    

第３四半期の季節調整実質ＧＤＰ成長率は、０．８％（前年同期比、速報推

計）、第１四半期１．０％、第２四半期０．４％に続く三期連続の成長である。未

調整・前年同期比では、実質ＧＤＰ第１四半期０．１％、第２四半期１．０％に続

き、第３四半期は１．６％の成長。２０１０年一杯では約０．８％、２０１１年には２

％と緩和的な成長回復が予測される。インフレ率は僅かながら上昇し、１０月に

は４．２％（前年同期比）となった。２０１０年初から１０か月間の予算データによ

れば財政赤字は年間目標の１３０％となっている。それでもなお、政府はＧＤＰ

比３．８％の赤字目標は達成されると見込んでいる。それというのも、金融・エネルギー・電気通信・小売企業

対象に採用された「危機税制」がによって充分な規模の追加的歳入が期待されるからである。厳しい目で見れ

ば、このような賛否両論の税制によって将来の投資成長が減少する恐れがあると考えられる。 

 

 

Worth Knowing 

 北朝鮮・韓国 

昨日、北朝鮮がいまだ係争のある海上境界線近くの韓国・延坪島を砲撃したことによって再び両国間の緊張

が高まった。４人が死亡。韓国は北に砲撃を加えたが、全面衝突には至らなかった。 

 その他の第３四半期ＧＤＰデータ 

日本：０．９％（前年同期比、第２四半期は０．４％）、マレーシア：５．３％（同、第２四半期８．９％）、ベネズエラ：

－０．４％（同、第２四半期－３．５％）、南アフリカ：２．６％（同、第２四半期は前四半期比２．８％、前年同期比

３．１％）。 

 サウジアラビア 

アブドラ国王は米国での医療処置を受ける。彼の容体は致命的ではなく、首脳交代の手順も進んでいるが、現

指導者が老齢ゆえ、継承を懸念視する声も上がっている。 

 

 

 

________________________________________________ For more information, visit _______________________________________________ 
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反映。小売成長は予測０．７％に対して１．２％を記録している。小売は今や前年同期比６．１％（名目７．３％）

のプラスのペースを維持している。生産者物価の成長に関しては、生産者物価コア指数（ＰＰＩ）前年同期比１．

４％と穏やかではあるが、生産過程の原料段階においてインフレ圧力が高まっている。ガソリン価格の上昇に

もかかわらず、消費者物価ヘッドライン指数は前年同期比１．２％だが、同コア指数は０．６％にとどまっている。

着工・許可・販売・価格における住宅データは、市場がいまだ沈滞的であることを示唆している。 

 

 トルコ： 金融政策で不均衡拡大を抑制 
トルコ中央銀行はこのほど翌日物借入金利を４００ｂｐｓ引下げ１．７５％とした。主要政策金利（一週間）は７％、

翌日物貸出金利は８．７５％が維持された。また、中央銀行はトルコ通貨リラの最低準備率を５０ｂｐｓ上昇させ

６％とした。これらの政策は短期的資本流入を抑制することを目的としている。純有価証券投資の流入の増加

（１月-９月期で１３０億５０００万ドル、前年同期比１,６３２％）や国内銀行の準対外借入によって急速な民間部

門預金の成長と、輸入需要の増加がみられた。経常収支赤字は２０１０年初より９か月間で最も拡大し、前年

同期比２３３％、３２０億５０００万米ドル（ＧＤＰの６．４％）。対照的に純外国直接投資は前年同期比－３１％へ

と落ち込み、経常赤字の１２．２％をカバーするのみに終わった。 

    

Countries in Focus 

 地中海諸国・アフリカ －    マダガスカル：クーデターか？ 

１１月１７日に実施された憲法改正を問う国民投票では、投票率は５３％と低い

ながらも、投票した者のうち７４％以上が提示された改憲事項について賛成の

意思を示したことになる。投票当日、軍兵士ら（一部上級士官も含む）が当該国

を支配下に置いたと宣言したが、政変を狙ったとみられるこの動きは間もなく鎮

静化した。国内情勢の安定と安全に関しては引き続き懸念が残る。２００９年３

月の軍事クーデター以来暫定政府のリーダーを務めているアンドリー・ラジョリ

ーナは、憲法改正に続き、２０１１年大統領選の出馬が見込まれる。しかし、現

在の体制に関してはその政治的正統性が問われている。実際に、非緊急支援は滞ったままであり、先週には

周辺の南部アフリカ開発共同体（ＳＡＤＣ）諸国も国民投票の非合法性を公的に非難した。 

 

 アメリカ ・カリブ海地域 － メキシコ：第３四半期ＧＤＰ成長 

実質ＧＤＰは、第２四半期７．６％から下がって第３四半期は５．３％の増加（前

年同期比）。季節調整・前四半期比での成長ペースは０．７％へと減速した。製

造業生産は９．８％（前年同期比）へ上昇、農業９．８％、しかし建設、公共事業、

大半のサービス部門（これらすべては主に国内需要に頼っている）ではさらなる

縮小がみられる。基底効果が低下していることにより、第４四半期・前年同期比

での成長はさらに抑制される可能性がある。しかし２０１１年３．３％という減速

状態を前に、２０１０年全体では５．３％分の上昇が見込まれる（２００９年は－６．

６％であった）。そうとはいえ、米国の進展状況、重要な収入減である輸出に左右されており、国内需要は比較

的抑制気味であろう。インフレへの対処は目標範囲の優先事項であるが、中央銀行は政策金利を今週の会議

においても据え置く方針である。 

 

 アジア・太平洋地域 －    タイタイタイタイ： 第３四半期ＧＤＰ 

実質ＧＤＰは第２四半期９．２％から６．７％（前年同期比）へと鎮静化した。季

節調整・前四半期比ベースでは、第２四半期に０．６％分の低下ののち第３四

半期０．２％分の縮小、よって事実上の景気後退である。しかし、このような成

長モメンタムの消失は、上半期の急成長を修正する、予期された状況であり、

基底効果の薄まりと外国需要の緩和に伴うものである。第３四半期輸出成長

率は１３．１％（前年同期比、第２四半期は２８．４％）に落ち着き、民間投資は１
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４．５％成長（第２四半期１７．８％）、民間消費は５％成長（第２四半期６．４％）。これらによってさらに均衡のと

れた全体成長がもたらされた。２０１０年全体の経済成長はプラス７％、２０１１年は約４％が見込まれる。コア・

インフレ率は１０月に１．１％（前年同期比）で維持、金融政策における目標幅０．５～３．０％の範囲内である。

ヘッドライン・インフレ率は僅かに緩和して２．８％である。    

 欧州 － ハンガリーハンガリーハンガリーハンガリー: : : :     

 
回復緩和回復緩和回復緩和回復緩和とととと財政政策財政政策財政政策財政政策    

第３四半期の季節調整実質ＧＤＰ成長率は、０．８％（前年同期比、速報推

計）、第１四半期１．０％、第２四半期０．４％に続く三期連続の成長である。未

調整・前年同期比では、実質ＧＤＰ第１四半期０．１％、第２四半期１．０％に続

き、第３四半期は１．６％の成長。２０１０年一杯では約０．８％、２０１１年には２

％と緩和的な成長回復が予測される。インフレ率は僅かながら上昇し、１０月に

は４．２％（前年同期比）となった。２０１０年初から１０か月間の予算データによ

れば財政赤字は年間目標の１３０％となっている。それでもなお、政府はＧＤＰ

比３．８％の赤字目標は達成されると見込んでいる。それというのも、金融・エネルギー・電気通信・小売企業

対象に採用された「危機税制」がによって充分な規模の追加的歳入が期待されるからである。厳しい目で見れ

ば、このような賛否両論の税制によって将来の投資成長が減少する恐れがあると考えられる。 

 

 

Worth Knowing 

 北朝鮮・韓国 

昨日、北朝鮮がいまだ係争のある海上境界線近くの韓国・延坪島を砲撃したことによって再び両国間の緊張

が高まった。４人が死亡。韓国は北に砲撃を加えたが、全面衝突には至らなかった。 

 その他の第３四半期ＧＤＰデータ 

日本：０．９％（前年同期比、第２四半期は０．４％）、マレーシア：５．３％（同、第２四半期８．９％）、ベネズエラ：

－０．４％（同、第２四半期－３．５％）、南アフリカ：２．６％（同、第２四半期は前四半期比２．８％、前年同期比

３．１％）。 

 サウジアラビア 

アブドラ国王は米国での医療処置を受ける。彼の容体は致命的ではなく、首脳交代の手順も進んでいるが、現

指導者が老齢ゆえ、継承を懸念視する声も上がっている。 
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